
茨城シニアサッカーリーグ O-40 試合運営要領 

2024 年度 茨城シニアサッカーリーグ運営要綱 附則 

 

１． 本要領は、茨城県シニアサッカーリーグ O-40 リーグ戦に適用し、試合時の運営に関して、

担当及び作業内容について明確化するために示すものである。 

 

２． 本要領に記載のない事項については、原則として茨城県シニアサッカーリーグ運営要綱に 

従うものとする。 

 

３． 試合運営（本部業務）は、審判担当チームが担うこととし、審判（主審、副審 2 名、 

第４審）、記録者の計 5 名で行うこととする。運営担当においては、出場選手の確認、 

試合での審判の実施、試合内容の記録、結果の確認・報告を行うこと。第 4 審及び 

記録者については審判資格を有しないものが行ってもよいこととする。試合前に、 

両チームの代表者と審判資格の確認を行うこと。 

 

４． 試合の運営本部設営については、試合ごとに審判担当チームが行うこと。 

使用するテーブル等については、第 1 試合のチームが会場から借りて準備し、最終試合の 

チームが片づけを行うこと。チームで準備できる場合には、チーム所有の机を用いても 

よいこととするが、原則として運営本部であることが分かるように本部を設営すること。 

 

５． 試合結果については、審判担当チームで「試合結果記録及び報告書」（様式 1）を作成し、 

試合結果を Web 上で GoalNote へ入力すること。結果の入力は、試合の翌日までに行うこと。

また、試合結果報告書の写しを後日シニア委員会へ提出すること。PDF 形式でのファイル提出

を基本とする。 

 

６． 試合で使用するボールに関しては、シニア委員会準備のボールは使用せず、対戦チームが 

それぞれ 2 個ずつ用意し、試合開始前に審判担当チームに貸与するものとする。ボールの 

チェックは、審判担当チームが行うこと。要綱第 10 条の「シニア委員会が準備する。」 

旨の記載については、本附則を優先として適用することとする。 

 

７． 夏季の暑熱時の試合実施における本部及びベンチの遮光・遮熱対策として、本部及び 

ベンチを使用する当該チームがタープ等を準備すること。ただし、会場にある機材を 

使用できる場合には、それを用いてもよいこととする。WBGT 測定機については、 

運営担当チームが用意すること。機種については O-40 部会で指定のものとする。 

 

８． 運営に関する疑義が生じた場合には、各チームの O-40 運営委員で協議して解決する 

こととする。 

 

９． 夏季の中断期間に、中間会議を実施することとする。実施時期は 8 月末もしくは 

9 月初旬とする。 



試合の運営について 

 

本部の設営 

・ 机・椅子等を準備し、暑熱対策の必要な時期にはタープなども準備して設置する。 

 

両チームのメンバーのチェック 

 両チームから提出されるメンバー表と選手登録リストを照らし合わせて、選手番号、 

氏名を確認し、未登録の選手が出場するようなことが無いようにする。 

 登録選手は 25 名以内となるようにする。 

 3 部提出されるメンバー表について全て確認し、1 部は本部用、1 部は審判用、1 部は 

対戦相手用としてチェックし、対戦相手用のメンバー表を当該チームへ配布する。 

 

ボールの確保 

 対戦する両チームから 2 個ずつボールを借用し、ボールの状態（ボールの規格、空気圧、 

チーム名の記載、など）を確認し、空気圧が足りない場合等は空気を入れるなどの 

措置を行う。 

 空気圧は約 950 hPa とする。 

 

審判の実施 

 試合の主審 1 名、副審 2 名、及び第 4 審を担当し、試合を実施する。 

第 4 審については審判資格保有者である必要はない。 

 第 4 審は、交代選手の確認や用具のチェックを行い、 

主審とコミュニケーションを取り、選手交代を行う。 

 

試合の記録 

 試合開始前に、試合結果報告書に、気象状況、両チームのユニフォームの色などを記載する。 

 審判者の氏名・審判番号を本人に記載してもらう。 

 試合中には、得点時間、得点者を記録する。警告・退場があった場合には、時間、選手名等

を記録する。 

 試合後に、両チーム代表者の確認のサイン、主審のサインをもらい、試合結果を確定する。 

 

天候等の理由による試合中止等の判断 

 熱中症対策のため、WBGT が 28℃以上となった場合には、試合前であれば試合中止、試合中で

あれば一旦中断の後、中止の判断を審判及び両チームの代表者と行う必要がある。最終判断

を行う前に、シニア委員長（代理でも可）に連絡し、合意のもとに、中止の判断を行う。 

判断に用いる WGBT 測定器はチームで用意したものを用いる。部会指定の同一の機種とする。 

 雷による中止の判断については、一旦中止して、退避した後、シニア委員長（代理でも可）

に連絡し、合意のもとに、中止の判断を行う。 

●WBGT 測定器機種 【タニタ】黒球式熱中症指数計 TC300 希望小売価格：オープン 

       ※指定機種が廃盤となった場合は部会にて改めて選定 

 



 

その他 

 試合中ボールがピッチ外に出て、遠くまで行ってしまった場合などに、 

ベンチにいる控え選手等にお願いし、ボール拾いを行ってもらう。 

 試合中などに疑義の生じた場合には、原則として審判及び運営で判断して決定する 

こととするが、必要に応じてはシニア委員長等へ連絡して判断を仰ぐようにする。 

 怪我等により救急車等を呼んだ場合などは、シニア委員長に連絡を行うこと。 

 

緊急時等の連絡先 

 

 シニア委員長  岡部 090-9304-8807 

 シニア副委員長 飯田、090-1853-5063 

 O-40 部会（真砂）木下 080-5088-7535 

 O-40 部会（総和）飯田 090-7947-8994 

 O-40 部会（大洗）仁野平 090-1996-5281 


